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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 3,939 △34.2 △115 － △178 － △252 －

2026年３月期中間期 5,983 △25.3 △190 － △279 － △203 －

（注）包括利益 2027年３月期中間期 △233百万円（－％） 2026年３月期中間期 △595百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 △154.57 －

2026年３月期中間期 △142.90 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 5,238 373 7.1

2026年３月期 5,135 569 11.1

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 373百万円 2026年３月期 568百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,742 0.1 108 － 40 － 17 － 10.40

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

※2027年３月期期末配当予想については、未定です。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 1,661,179株 2026年３月期 1,622,179株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 12,872株 2026年３月期 12,822株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 1,634,495株 2026年３月期中間期 1,422,721株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：有

新規  －社  （社名）、除外  1社  （社名）ヤマト・テクノセンター株式会社

当中間連結会計期間において、当社の連結子会社でありましたヤマト・テクノセンター株式会社は、当社を存続会社
とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、詳細は添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境の改善等を背景に、緩やかな回復基調にあるも

のの、中東情勢の影響や円安基調による物価上昇の継続により、景気の先行きは依然として不透明な状態が続いて

おります。

このような経営環境のもと、当社グループは、中国子会社の株式譲渡による事業構造改革を推進するとともに、

国内既存事業の収益基盤強化及びＥＶ関連事業の事業基盤構築に取り組み、中長期的な企業価値の向上に努めて

まいりました。

当社グループの売上高は、39億39百万円（前年同期59億83百万円）と減収になり、利益面では、営業損失１億15

百万円（前年同期損失１億90百万円）、経常損失１億78百万円（前年同期損失２億79百万円）、親会社株主に帰属

する中間純損失２億52百万円（前年同期損失２億３百万円）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部

売上高を含んでおりません。

（合成樹脂成形関連事業）

合成樹脂成形関連事業におきましては、自動車関連分野を中心に既存製品の量産立上げ及び増産対応を進めると

ともに、新型・更新型製品の受注獲得や新規顧客の開拓に取り組みました。

また、新規受注案件である家庭用清掃用具の生産及び出荷が順調に推移したほか、介護関連製品等の既存顧客向

け製品についても堅調な受注を維持し、自動車業界向け品質マネジメントシステム認証取得に向けた品質保証体制

の強化を推進いたしました。

駐車場関連事業者向けサイン・看板案件が好調に推移したほか、海外向け案件の受注を獲得や、大型真空成形機

を活用した新規開発案件について継続的な受注を獲得するなど、高付加価値製品分野における事業拡大を推進いた

しました。

その結果、中国の連結対象会社を除外したことにより、売上高は26億47百万円（前年同期50億17百万円）と減収

となりましたが、国内事業における受注拡大及び収益性の改善により、営業利益は51百万円（前年同期は営業損失

48百万円）となりました。

（物流機器関連事業）

物流機器関連事業におきましては、物流業界を中心とした顧客への提案活動を積極的に展開するとともに、大口

顧客向け案件の受注及び納入を推進いたしました。また、新製品の市場投入に向けた準備を進めるほか、幅広い業

種への営業活動を通じて顧客基盤の拡大に取り組みました。その結果、大口案件の寄与及び新規・既存顧客からの

受注増加により、売上高は12億72百万円（前年同期９億31百万円）となり、営業利益は57百万円（前年同期14百万

円）となりました。

（ＥＶ関連事業）

ＥＶ関連事業におきましては、ＥＶコンバージョン事業の本格展開に向け、車種ラインアップの拡充、生産体制

の整備及び販売促進活動を推進いたしました。

また、大手企業との商談活動を継続するとともに、リース会社等との連携による販売機会の創出に取り組み、事

業基盤の構築を進めました。

一方で、本格販売に向けた先行投資を継続したことから、売上高は19百万円（前年同期35百万円）となり、営業

損失は２億23百万円（前年同期は営業損失１億56百万円）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産の状況）

資産合計は52億38百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億２百万円増加しました。これは主に、商品及び製

品１億49百万円増加、現金及び預金が83百万円増加したことによるものです。

（負債の状況）

負債合計は48億65百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億99百万円増加しました。これは主に、支払手形及

び買掛金が１億79百万円増加、短期借入金が１億31百万円増加したことによるものです。
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（純資産の状況）

純資産合計は３億73百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億96百万円減少しました。これは主に、利益剰余

金が２億52百万円減少、資本金及び資本剰余金が37百万円増加したことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物の中間期末残高は、前連結会計年度末から83百万円増加し、６

億91百万円となりました。

営業活動の結果得られた資金は、67百万円（前年同期に営業活動の結果支出した資金は、２億69百万円）となり

ました。これは主に、棚卸資産の増加１億91百万円、仕入債務の増加１億82百万円、減価償却費99百万円によるも

のです。

投資活動の結果支出した資金は、１億12百万円（前年同期に投資活動の結果支出した資金は、４億65百万円）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出１億11百万円によるものです。

財務活動の結果得られた資金は、１億25百万円（前年同期に財務活動の結果得られた資金は、１億17百万円）と

なりました。これは主に、短期借入金の増加１億26百万円、長期借入金の返済による支出70百万円、新株予約権行

使による株式の発行による収入36百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想について、2026年５月15日に公表しました連結予想から修正は行っておりません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、当中間連結会計期間において売上高39億39百万円となり、前年同期比20億43百万円の減収とな

ったことから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識してお

ります。主な要因として、中国子会社の株式譲渡の影響により、売上高が減収となりました。

しかしながら当中間連結会計期間において、当社グループは収益基盤の強化及び事業拡大に向けた各種施策を推

進しております。

国内合成樹脂成形関連事業においては、中東情勢の影響等による原材料供給不足から一部案件の立上げに遅延が

生じているものの、新規大型案件の立上げ及び既存取引の拡大により、業績は概ね計画どおり推移しております。

物流機器関連事業においては、新製品開発による製品ラインアップの拡充を進めるとともに、一般顧客向け販売

及び大口案件の受注が堅調に推移しており、事業基盤の強化が進展しております。

また、ＥＶ関連事業においては、大手企業との商談を継続的に推進するとともに、車種ラインアップの拡充やリ

ース会社等との連携強化を通じて販売機会の創出を図っており、事業化に向けた取り組みを進めております。

これらの取り組みにより、当社グループは今後の収益力及び資金創出力の向上を見込んでおり、現時点において

継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 608,281 691,504

受取手形及び売掛金 910,672 974,711

電子記録債権 370,468 239,525

商品及び製品 1,019,663 1,169,246

仕掛品 55,344 69,936

原材料及び貯蔵品 136,082 169,991

短期貸付金 30,000 42,000

その他 246,895 151,918

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 3,377,407 3,508,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 239,828 228,268

機械装置及び運搬具（純額） 336,708 315,979

土地 705,403 705,403

リース資産（純額） 41,872 34,170

建設仮勘定 4,553 11,203

その他（純額） 24,243 27,925

有形固定資産合計 1,352,610 1,322,950

無形固定資産

リース資産 21,402 15,439

その他 14,466 13,129

無形固定資産合計 35,869 28,569

投資その他の資産

投資有価証券 218,836 231,288

関係会社株式 1,123 1,123

長期貸付金 62,000 50,000

退職給付に係る資産 16,435 21,138

その他 70,967 74,156

投資その他の資産合計 369,362 377,705

固定資産合計 1,757,841 1,729,225

資産合計 5,135,249 5,238,058

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当中間連結会計期間
（2026年９月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,148,014 1,327,038

電子記録債務 103,773 147,748

短期借入金 1,262,451 1,394,057

リース債務 33,802 31,321

未払法人税等 13,804 14,422

賞与引当金 44,232 49,091

その他 272,358 240,714

流動負債合計 2,878,438 3,204,394

固定負債

長期借入金 1,484,235 1,460,123

リース債務 51,041 36,524

繰延税金負債 30,157 40,656

退職給付に係る負債 70,351 73,360

資産除去債務 45,750 46,242

その他 5,397 3,720

固定負債合計 1,686,933 1,660,627

負債合計 4,565,371 4,865,021

純資産の部

株主資本

資本金 1,168,614 1,186,942

資本剰余金 1,003,565 1,022,678

利益剰余金 △1,702,277 △1,954,386

自己株式 △23,422 △23,458

株主資本合計 446,479 231,775

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,946 24,136

繰延ヘッジ損益 1,518 △3,211

為替換算調整勘定 55,874 73,960

退職給付に係る調整累計額 48,619 46,373

その他の包括利益累計額合計 121,959 141,259

新株予約権 269 －

非支配株主持分 1,170 1

純資産合計 569,878 373,036

負債純資産合計 5,135,249 5,238,058
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

売上高 5,983,252 3,939,554

売上原価 5,316,061 3,289,591

売上総利益 667,191 649,963

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 68,491 49,391

給料及び賞与 299,720 254,636

退職給付費用 31,550 8,791

その他 458,081 453,139

販売費及び一般管理費合計 857,843 765,958

営業損失（△） △190,652 △115,994

営業外収益

受取利息 1,974 1,389

受取配当金 450 500

為替差益 5,959 －

受取手数料 4,866 －

その他 6,541 3,094

営業外収益合計 19,792 4,984

営業外費用

支払利息 41,132 48,447

為替差損 － 14,676

シンジケートローン手数料 57,750 1,000

その他 9,575 3,487

営業外費用合計 108,458 67,611

経常損失（△） △279,318 △178,621

特別利益

固定資産売却益 7 －

関係会社株式売却益 85,529 －

特別利益合計 85,536 －

特別損失

減損損失 － 7,682

固定資産売却損 － 3,057

固定資産処分損 533 242

従業員住宅積立金拠出額 － 42,885

特別損失合計 533 53,868

税金等調整前中間純損失（△） △194,315 △232,489

法人税等 8,951 20,128

中間純損失（△） △203,266 △252,618

非支配株主に帰属する中間純利益 36 24

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △203,303 △252,643

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

中間純損失（△） △203,266 △252,618

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △107 8,190

繰延ヘッジ損益 255 △4,729

為替換算調整勘定 △399,416 18,128

退職給付に係る調整額 7,168 △2,246

その他の包括利益合計 △392,100 19,342

中間包括利益 △595,366 △233,275

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △595,309 △233,342

非支配株主に係る中間包括利益 △57 67

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △194,315 △232,489

減価償却費 88,575 99,424

減損損失 － 7,682

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,952 △3,324

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,827 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,102 4,858

受取利息及び受取配当金 △2,425 △1,890

支払利息 41,132 48,447

固定資産処分損益（△は益） 533 3,300

固定資産売却損益（△は益） △7 －

関係会社株式売却損益（△は益） △85,529 －

売上債権の増減額（△は増加） 477,281 56,124

棚卸資産の増減額（△は増加） △251,537 △191,649

仕入債務の増減額（△は減少） △131,856 182,124

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,668 19,288

その他 △156,092 134,492

小計 △219,682 126,388

利息及び配当金の受取額 2,425 1,890

利息の支払額 △42,488 △48,294

法人税等の支払額 △13,500 △12,283

法人税等の還付額 3,753 73

営業活動によるキャッシュ・フロー △269,492 67,775

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △495 △520

有形固定資産の取得による支出 △37,532 △111,416

有形固定資産の売却による収入 7 1,217

無形固定資産の取得による支出 △3,561 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
△427,966 －

貸付金の回収による収入 3,600 －

その他 99 △2,049

投資活動によるキャッシュ・フロー △465,848 △112,768

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 482,622 126,615

長期借入金の返済による支出 △707,572 △70,176

長期借入れによる収入 100,000 50,000

リース債務の返済による支出 △20,733 △16,999

非支配株主への配当金の支払額 △65 △66

自己株式の取得による支出 △37 △420

新株予約権の行使による株式の発行による収入 263,172 36,387

財務活動によるキャッシュ・フロー 117,386 125,339

現金及び現金同等物に係る換算差額 △79,447 2,876

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △697,402 83,223

現金及び現金同等物の期首残高 2,002,429 608,281

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,305,027 691,504

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

当社の連結子会社であったヤマト・テクノセンター株式会社は、2026年４月１日を効力発生日として、当社を存続

会社とする吸収合併により消滅したため、当中間連結会計期間より、連結の範囲から除外しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当中間連結会計期間において、新株予約権の権利行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ18,328千円増加

し、当中間連結会計期間末において、資本金が1,186,942千円、資本剰余金が1,022,678千円になっております。

前連結会計年度

（2026年３月31日）

当中間連結会計期間

（2026年９月30日）

貸出コミットメントラインの総額 1,400,000千円 1,400,000千円

借入実行残高 896,000千円 1,008,000千円

差引額 504,000千円 392,000千円

（中間連結貸借対照表に関する注記）

　１　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と貸出コミットメントライン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　２　財務制限条項

当社は、シンジケートローン契約（当中間連結会計期間末残高1,821,000千円）を締結しており、この契約

には財務制限条項が付されております。

　主な内容は以下のとおりであります。

・当社の個別純資産について、各事業年度末における純資産の額を、2026年３月期末の純資産の額の75％以

上に維持すること。

・当社の2025年３月決算期以降の個別経常損益について、２期連続して損失とならないこと。

　また、当該借入金については、対象土地に根抵当権が設定されております。

これらの条項に抵触した場合には、期限の利益を喪失し、当該借入金の一括返済を求められる可能性があり

ます。

前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年９月30日）

現金及び預金 1,305,027千円 691,504千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 1,305,027千円 691,504千円

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

EV関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,017,168 931,083 35,000 5,983,252 － 5,983,252

セグメント間の内部売

上高又は振替高
583 － － 583 △583 －

計 5,017,751 931,083 35,000 5,983,835 △583 5,983,252

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△48,436 14,803 △156,436 △190,069 △583 △190,652

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
中間連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

EV関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,647,880 1,272,276 19,397 3,939,554 － 3,939,554

セグメント間の内部売

上高又は振替高
784 － － 784 △784 －

計 2,648,664 1,272,276 19,397 3,940,339 △784 3,939,554

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
51,624 57,140 △223,975 △115,210 △784 △115,994

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額583千円は、セグメント間取引の消去であります。

２．　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額784千円は、セグメント間取引の消去であります。

２．　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「合成樹脂成形関連事業」セグメントにおいて、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は、当中間連結会計期間において7,682千円であります。
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（企業結合等関係）

連結子会社の吸収合併

１.企業結合の概要

(1) 吸収合併消滅会社の名称及びその事業の内容

名称　　　　　ヤマト・テクノセンター株式会社（当社の100％連結子会社）

事業の内容　　プラスチック成形用金型の製造、販売

(2) 企業結合日

2026年４月１日

(3) 企業結合の法的形式

当社を存続会社、ヤマト・テクノセンター株式会社を消滅会社とする吸収合併

(4) 結合後企業の名称

ヤマト モビリティ ＆ Mfg.株式会社

(5) その他取引の概要に関する事項

経営資源の最適化及び業務効率の向上を目的としております。

２.実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の

取引として処理しております。
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